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土佐山田町は物部川の西岸に広がる田園地帯を占めており、古くから文化の

栄えた地域です。北部の山裾部から長岡台地上、さらには香長平野にかけて多

数の遺跡の所在が確認されています。これらの遺跡は過去の人々の生活の証で

あり、過去から現在への無言のメッセージです。このメッセージの中には先人

達の培ってきた英知が込められており、現代に生きる我々は、未来へ向けて共

有の財産として遺跡を継承しなければなりません。

しかしながら自然多きこの土佐山田町にも開発の波は押し寄せています。各

種の開発工事とともに農業基盤整備事業も重要な施策として推し進められてお

り、その規模は拡大の一途であります。農業という基幹産業の発展には欠かせ

ない事業ではありますが、広範囲におよぶため遺跡が含まれることが多く、そ

の保存には努力がはらわれているところです。
r

今回の山田北部県営圃場整備事業においても多数め遺跡が工区内に所在して

おり、特に須江上段遺跡の保存が困難であることから記録保存のための発掘調

査を実施しました。調査の結果、弥生時代の住居跡や古代の建物跡が確認され

ました。

このような調査結果が、土佐の古代史の歴史像を具体的に提示できることを

願ってやみません。本書の刊行にあたりましては、発掘調査及び整理作業等に

際し色々とご指導、ご協力いただきました関係各位、並びに関係機関には厚く

お礼申しあげます。

平成16年 7月

土佐山田町教育委員会

教育長   原 初恵



例  言

1.本書は、土佐山田町須江地区における県営圃場整備事業に伴う須江上段遺跡の発掘調査報告書

である。

2 須江上段遺跡の所在地は、高知県香美郡土佐山田町須江字松の本他である。

3.試掘調査は、平成 2年 11月 26日 ～平成 3年 2月 6日 、発掘調査は、平成 7年 12月 1日 ～平成 8

年3月 29日 に実施した。調査面積は1,800ご である。

4.発掘調査は、高知県教育委員会の指導のもと土佐山田町教育委員会が主体となり実施した。

5.本書の執筆 。編集等は中山が行った。

6.遺構についてはP(ピ ット状遺構)SK(土坑状遺構)SD(溝状遺構)SX(性格不明)で表示

した。

7.報告書作成にあたっては高知県教育委員会文化財課、(財)高知県文化財団埋蔵文化財センター

の各調査員の方々からご協力、ご教示をいただいた。記して感謝の意を表したい。

8。 発掘調査にあたっては土佐山田町山田北部土地改良区、地元須江地区の方々にご協力、ご支援

を頂いた。関係各位に厚くお礼申しあげます。

9.発掘調査及び整理作業には下記の方々にご協力いただいた。

発掘作業員

佐々木龍男 。小松一仁・池 宣宏・竹村幸宏・吉川徳子・中沢英子・岩瀬好子・山下厚子・

山崎政子・武内 環 。藤村清子・井上静衛・門田安代・山中美代子・宮本幸子

整理作業員

松木富子・山中美代子・宮本幸子・井上博恵 。臼木由里・門田美和子・竹村廷子・矢野 雅・

宮地佐枝 。川村亜矢・伊藤 仁・竹崎寛将・高橋加奈・宗石祥―・風間俊秀・山田 正

10.当遺跡出土資料 (95-39YSM2)イよ、土佐山田町教育委員会が保管している。
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第 I章 遺跡の位置と地理的・歴史的環境

第 I章 遺跡の位置と地理的・歴史的環境

1.地理的環境
土佐山田町は高知県の中央東寄 りに位置 し、県下第 3位の川である物部川の中流域に位置する。

物部川により形成された沖積平野に県下最大の穀倉地帯である高知平野の北端に位置し、物部川の

決積台地及び四国山地の一部を含む。

この物部川は、県北東部の香美郡物部村、剣山山系の白髪山 (1,770m)の 東斜面に源流を発 し、

高知平野東部の同郡吉川村で土佐湾に注 ぐ。上 。中流域は仏像構造線に沿って直線的に西南西流 し

ており、流路に沿った上流へのルー トは古来阿波国への最短距離として知 られている。物部川に沿

う山間部には河岸段丘が発達 し①
、土佐山田町で流路を南に変える。土佐山田町神母の木付近にお

いて平野部に流入 し、肥沃な高知平野を縦断する。

高知平野東部を成す香長平野は不整形の扇状地で物部川両岸には鏡野
②
、山田野

③と言われる古

期扇状地の砂礫層から成る洪積台地を形成 している。この台地は長岡台地と称される。長岡台地は、

香長平野の北部を上佐山田町から南国市にまたが り、北東から南西に約 5 km連なる。洪積世中期以

降に形成された比較的連続性に富んだ砂礫台地で隆起性扇状地である。

標高は扇頂部に近い土佐山田町付近では約50mに達 し南西に緩やかに傾斜 し、扇端部の南国市後

免町付近では10m～15mである。台地面の北西側は国分川流域に扇状地性低地、南東側は物部川下

流域の扇状地性低地に対 して段丘面を持って接 している。台地は河床から5m内外の標高を持ち、

台地の間に新期扇状地が広が り、北端部は国分サ||の 浸食により断崖を形成する。

洪積台地には旧石器時代の遺跡は発見されていないが物部川河岸段丘両岸の山麓部
①
、国分川水

系である砥川の発生する山間部の山麓部
③で確認されている。また縄文時代の遺跡もほぼ同じ位置

に所在する⑥
。新期扇状地から沖積平野にかけての大地には県下最大の遺跡群、田村遺跡群 (縄文

時代～近世)① を始め大篠遺跡 (弥生時代)③が分布する。また、条里制地割の遺構が広 く認められ

るが、旧物部川は洪水氾濫をたびたび繰 り返 してお り条里制地割の乱れた地域 も多 く、旧流路 も数

本認められる。

土佐山田町の市街地が乗っている扇頂部分付近は周囲に比べて高位な面となり、南部に一段低い

下位面があり、二段の段丘面となっている。中央部から末端部は低地性氾濫原に向かって緩やかに

台地斜面が傾斜 し、特に南西端は扇状地性低地の粗粒性沖積層に埋没 してお り湧水地帯となって小

河川が流出し湿地帯を形成 している。土壌は多湿黒ボク土壊であり、層の厚さは20cm～50cm以上で

下層は灰色か灰褐色の場合が多い。台地面は自然の河流が無 く江戸時代以前は開発が遅れていたが、

江戸時代初期、土佐藩奉行野中兼山が物部川に山田堰を築 き、灌漑水路を設けたことによって台地

面にも導水が行なわれた。開発には、郷士が登用され、台地上には旧郷士屋敷が散在 し、散村的景

観を呈 している。また、後免・土佐山田・野市の在郷町もこの時期に形成されたものである。

灌漑用水により、かつては米の二期作が盛んであり、現在 も高知平野の水田地帯の一部であるが、

乾田であるため、古来、葉タバコ・野菜の栽培 も盛んである。近年はビニールハウスの施設園芸 も

増加 してきている。町域面積の700/0を 森林地帯で占め、林業が盛んで良材を多 く産出する。工業は、
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地場産業の打刃物などがある。扇頂部の上佐山田町は物部川上流部と香長平野の接点―に立地した谷

口集落でもある。台地面はかつて開発の主体となつた郷士屋敷の点在する散村形態がみられ、現在

もその景観の名残がみちれる.。 台地面の長軸 (北東～南西方向)にほぼ沿う方向でJR土讃本線及

び国道195号線が直線的に通過している。東にある三宝山の中腹には国指定史跡及び天然記念物で

ある龍河洞があり、県下でも有数の観光地となっている。

註
(1)『南国市史』上巻 南国市教育委員会 1979

(2)『野市町史』上巻 野市HJ4育委員会 1992

(3う 『土佐山田町史』土佐山田町教育委員会 1979

(4)佐野梅目山からは石核、剥片などが表面採集されている。

(5)新改西谷遺跡からはナイフ型石器が多量に出上している。

(6)薪改開キ丸遺跡などがあげられる。

(7)「田村遺跡群 高知空港拡張整備事業に伴う理蔵文イヒ財発掘調査報告書」第 1分冊～第15分冊 1986

高知県教育委員会

(8)註 (1)に同じ

参考文献
F土佐山田町史』土佐山田町教育委員会 1979

F角川 日本地名大辞典 39高知県』 角川書店 1986
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第 I章 遺跡の位置と地理的・歴史的環境

2.歴史的環境
土佐山田町は、地理的に恵まれ県下最大の穀倉地帯である香長平野の一画に位置することから原

始以来、脈々と人の営みを台地に刻みつけている。また、南に隣接する南国市とともに県下屈指の

遺跡密集地帯である。

土佐山田町の歴史は、北部山麓部の西谷遺跡
(Dの

調査により旧石器時代後期に始まる。二次堆積

物ではあるがチャー ト製のナイフ型石器が多量に出土 し、遺跡の立地など奥谷南遺跡
②と非常によ

く似ている。続 く縄文時代では、新改川の河岸段丘上に立地する開キ丸遺跡
③より早期押型文土器

が出土 し、また新改川支流の砥川左岸の小山田遺跡
①からは、晩期の上坂 4基 と突帯文土器が出土

している。北部山間部に所在する飼古屋岩陰遺跡
⑤
からは早期押型文土器、厚手無文の葛島式上器、

中期の船元Ⅱ式上器、後期の彦崎KI式土器とともに多量のサヌカイ ト製の石鏃が出土 している。

また、東部物部川左岸の段丘上に林田シタノデ遺跡
③
が存在するが、ここではピット状遺構から後

期初頭の中津式土器が出土 している。

弥生時代では前期に属する遺跡の確認には至っておらず、今のところ中期後半に位置づけられる

龍河洞洞穴遺跡
①が最古である。この遺跡は全山石灰岩でできた三宝山 (322m)の中腹に開口し

た洞穴遺跡で、昭和 8年に遺跡の部分が発見され、翌 9年に天然記念物及び史跡として国指定を受

けている。洞内の生活面は 3室からなり、出土遺物は凹線文の発達 した龍河洞式土器をはじめ、鉄

鏃、石錘、有孔庇角製品、貝輪、骨製管玉、瑠璃製勾玉等の装身具、貝類、獣骨類の自然遺物など

である。また、龍河洞式土器に混在 してただ一点、弥生時代後期末のヒビノキ正式上器が出土 して

いる。龍河洞洞穴遺跡と同時期 とみられる遺跡に、予岳遺跡
③
、雪ヶ峰遺跡

③
、影山遺跡

Qの がある。

中期後半に属する遺跡は多 く、原遺跡
(1つ

、原南遺跡
Qの からは竪穴住居跡 とともに環濠 と思われる

溝や掘建柱建物跡等、集落を構成 していた遺構 も発見されている。その北部台地上には、弥生時代

後半～古墳時代初頭の土器群が出土 したひびのき遺跡
⑬が存在する。これらの土器群はヒビノキ

I～ ヒビノキⅢ式上器と命名され、高知県中央部以東の標準式土器 とされていると同時に、同遺跡

がその時期に集落遺跡として栄えたことを示 している。

弥生時代 も後期 となると遺跡数、規模の拡大がみられ、特に同遺跡に代表される後期後半に属す

る遺跡の急増が認められる。隣接するひびのきサウジ遺跡
(M)で は、弥生時代後期後半の竪穴住居

跡が 5棟検出されてお り、この内 1棟は祭祀的意味を持つものと考えられている。また、物部川左

岸には林田遺跡
⑮が存在する。ここからは竪穴住居跡 5棟が検出され、土器と共に多量の鉄鏃が

出上 している。

古墳時代には、小円墳・横穴式石室 。群集といった特徴を持つ後期古墳が存在 し、山麓部を中心

に知 られている。中でも、ひびのき遺跡に近い伏原大塚古墳
(硲)は

、5世紀末から6世紀初頭に築造

されたと考えられる。また、この古墳の周溝からは須恵器の円筒埴輪が出土 している。この期の須

恵器の窯跡は今のところ発見されていないが、当古墳の埴輪の存在を考えれば、出現期は少なくと

も築造期と同時期まで遡ることは可能であろう。また、これらの遺跡を特徴づける遺跡として当町

北部の新改地区とその周辺に所在する須江古窯群を挙げることができる。

奈良時代から平安時代にかけての須恵器、瓦焼成の窯跡が現在40数 力所確認されている。窯跡の
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中には比江廃寺跡
(181の

瓦を焼成 したタンガン遺跡
(Ю)や土佐国分寺の平瓦を焼成 した東谷窯跡

骸①
も

存在 し、また新改川左岸の河岸段丘に所在する須江上段遺跡
91)、

須江北遺跡
のからは官衡的堀立

柱建物跡や多量の須恵器、土師器が出上 している。特に須恵器には湾曲した遺物が混在 してお り、

須恵器生産に係わる遺跡 と考えられる。なお、新改、須江地区はその西方 2 kmに 土佐国府を控えて

いることから国府 と密接な結びつきが想定される。

当町南部の沖積平野は高知県最大の平野、香長平野北端部にあた り、広 く古代の条里制遺構
121)

を残 している。また、「大領」。「田倉」・「宮毛田」等の地名があ り、周辺からは古代の遺物が表面

採集され古代香美郡の郡の推定地似°と考えられる。

中世では、土佐戦国七雄に数えられる山田氏
⑭が建久 4年 (1193)に土佐国へ入国以来勢力を

のばし、楠目の山田城を本拠 9° に領主制支配を行うが、長宗我部氏により天文期頃攻撃を受けて

滅亡する。

近世にはいり野中兼山(る)に よる山田堰、上、中、舟入川の三用水の敷設等による長岡台地の開

発により在郷町
⑫のとして香美郡北部の山間地域と南部の平野部との接点として物産集散地となり、

高知城城下町の経済圏域として発展し、今日に至る。

註
(1)西谷遺跡 F土佐山田史談』第25号「土佐山田町における考古学の成果と課題 (Ⅵ )」 2000

(2)『奥谷南遺跡 I』 (財)高知県文化財団埋蔵文化財センター 1999

(3)『開キ九遺跡 新改中部地区固場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』土佐山田町教育委員会

2002

(4)小山田遺跡 註 1と 同じ

(5)F飼古屋岩陰遺跡発掘調査報告書』 日本道路公団・高知県教育委員会 1983

(6)F林田ンタノヂ遺跡Ⅱ 農村基盤総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』土佐山田町教育委員

を単  1993

(7)F龍河洞習高知県教育委員会 1959

(8)F土佐山田町史』 P52 土佐山田町教育委員会 1979

(9)註 8と 同じ

(10)註 8と 同 じ

(11)『公共施設設置に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―原遺跡―』高知県教育委員会 1982

『公共施設設置に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―原遺跡Ⅱ―』第25集 高知県教育委員会 1984

(12)『原南遺跡発掘調査報告書』高知県文化財団 1991

(13)『 ひびのき遺跡』土佐山田町教育委員会 1977

(14)『 ひびのきサウジ遺跡発掘調査報告書』(土佐山田町埋蔵文化財調査報告書第8集)土佐山田町教育委

員会 1990

(15)F林田遺跡発掘調査報告書』土佐山田町教育委員会 1985

(16)『伏原大塚古墳』 (土佐山田町埋蔵文化財調査報告書第14集 )
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土佐山田町教育委員会 1993

(17)註 8と 同じ

(18)『高知県文化財調査報告書第16集

F高知県文化財調査報告書第33集
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窪沐寸

第 I章 遺跡の位置と地理的・歴史的環境

高知県比江廃寺跡』高知県教育委員会 1970

比江廃寺跡発掘調査概報』高知県教育委員会 1991

(19)註 8と 同じ

(20)『新改東谷古窯跡群発掘調査』土佐山田町教育委員会 1978

(21)[土佐山田北部遺跡群 ―山田北部県営ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財試掘調査報告書 ―』 (土佐山田町

埋蔵文化財調査報告書第12集 )

(22)註 21と 同じ

(23)岡本健児「土佐神道考古学 5」 属土佐史談』第120号

(24)註 8と 同じP217

(25)註 8と 同じP248

(26)註 8と 同じP354

(27)註 8と 同じP365
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図 1 高知県の市町村と上佐山田町の位置
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図2 周辺の遺跡分布図
0                           1km

番号 遺 跡 名 時 代 番号 遺 跡 名 時 代 番号 遺 跡 名 時 代 番号 遺 跡 名 時 代

l 中山田古墳 古墳 伏原大塚古墳 古墳 東山田遺跡 弥生 古墳 103 三反山田窯跡 平安

2 高松古墳 人王寺西古墳 改田神母遺跡 古墳～平安 入野南遺跡 平安 中世

3 植田古墳群 37 前山 1 2号 古墳 久茨土居城跡 中世 植村城跡 中世

4 西久保古墳 前山 3号古墳 ハザマダ遺跡 古墳～平安 植カ ドタ遺跡 弥生 古墳

5 次郎ケ谷西古墳 陣山古墳 畑ケ田遺跡 植南土居遺跡 平安 中世

6 次郎ケ谷古墳 三畠山古墳 泉ケ内遺跡 西クレドリ遺跡 弥生～近世

7 田村氏古墳 西ノ内窯跡 75 沖ノ土居城跡 中世 モ ジ リカワ遺跡

8 亀ケ谷 l号古墳 小山田 1号窯跡 古墳 余良 76 自猪 田遺跡 古墳～平安 山ノ間九遺跡 中世

亀ケ谷 2号古墳 小山田 2号窯跡 77 中ノ土居城跡 中世 植 キノサキ遺跡

10 須江ツカアナ古墳 小山田 3号窯跡 78 前嶋遺跡 平安～中世 山田氏累代墓所

11 新改古墳 西谷 123窯 跡 奈 良 79 比江 山城跡 中世 メウカイ遺跡 弥生～中世

12 新改 2号古墳 東谷松本窯跡 奈良 平安 80 比江廃寺跡 飛鳥 奈良 長谷サ1丸遺跡 吉墳 ～平安

13 新改 3号古墳 東谷 1号窯跡 測ノ上遺跡 弥生～平安 伏原遺跡 弥生～平安

新改 4号古墳 東谷 2号窯跡 南神母遺跡 古墳 楠 目城跡 中世

15 椎山 1号古墳 林 ノ谷 1号窯跡 三畠戎跡 中世 ひびのき大河内遺跡 弥生～近世

16 権山 2号古墳 林ノ谷 2号窯跡 三畠遺跡 弥生～平安 田所神社遺跡 弥生～中世

17 西ノ内 1号古墳 林ノ谷 3号窯跡 三町遺跡 古墳～中世 ひびのき遺跡 弥生 古墳

西 ノ内 2号古墳 大谷 1号窯跡 白山遺跡 古墳～平安 120 ひびのき岡の神母遺跡 弥生～中世

小山田 2号古墳 大谷 2号窯跡 水通遺跡 弥生～平安 ひびのきサウジ遺跡 弥生～近世

小 山田 2号古墳 大谷 3号窯跡 88 福重遺跡 奈良～中世 太塚遺跡

タンガン古墳 人 ノ谷窯跡 平安 89 有光北鍵山遺跡 平安 大西土居遺跡 弥 生

深坂古墳 植セガイ窯跡 古墳～奈良 90 浜道の西遺跡 古墳 ～平安 楠 目遺跡 弥生～近世

杖坂古墳 大法寺=反田窯跡 古墳 山田三ツ又西遺跡 稲荷前遺跡

杖坂東古墳 大法キヘエスヤジ1号窯跡 奈良 平安 山田三ツ又遺跡 126 原遺跡 弥生～近世

中沢古墳 大法寺ヘエスヤジ2号窯跡 山田三 ツ又東遺跡 殊生～中世 127 古町西遺跡 弥生～平安

% 溝測古墳 タンガ ン窯跡 飛.鳥 谷重遠邸跡 近 世 128 古町北遺跡 弥生 吉墳

桜ケ谷古墳 61 予岳窯跡 古墳 野 中神社 近世 129 公儀の井戸 2 近 世

前行山 1号古墳 長谷山 1号窯跡 平安 96 須江上段遺跡 古増 ～近世 公儀の井戸 1

前行山 2号古墳 長谷山 2号窯跡 折 須江駅跡 平安 松本山長久寺跡 中世  近世

母神古墳 東ノ土居遺跡 古墳～中世 98 須江北遺跡 古墳～平安 132 勝福寺跡

大元神社古墳 植 田土居城跡 藁原神社遺跡 奈良～ 中世 133 勝楽寺跡

大元神社北古墳 寺中遺跡 古墳～平安 改田氏物見の城跡 中世 小山田遺跡 縄文 古代 中世

与岳古墳 北野遺跡 古墳～中世 南ケ内遺跡 弥生～ 中世 西谷遺跡 旧石器

小倉 山古墳 辻谷田遺跡 古墳～平安 102 屋甫田九遺跡 中世

表 1 須江上段遺跡周辺の遺跡一覧
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第Ⅱ章 調査に至る経過

第Ⅱ章 調査に至る経過

1.調査に至る経過
近年、農業の規模拡大等の整備政策が進められ、農業構造改善事業として、同場整備事業が行な

われている。当新改地区においても改良組合が設立され、山田北部地区土地改良、新改西部土地改

良、新改中部土地改良と設立され、県営圃場整備事業が計画、実施されている。

山田北部土地改良区内は埋蔵文化財包蔵地に相当する箇所であり、土佐山田町教育委員会は工事

計画との調整資料を得るため、昭和63・ 平成元・2・ 3年度に文化庁国庫補助金により遺構の範囲

確認のための試掘調査を実施し、基礎データを得た。その後、事業施工による坦蔵文化財の保存協

議を高知県南国耕地 (現中央耕地)事務所、山田北部地区土地改良区、土佐山田町教育委員会の三

者で協議した。その結果、盛土工法等による計画変更がなされたが一部施工計画が変更できない箇

所について、遺構の記録保存を図る調整協議がされ、記録保存のための発掘調査を実施した。

本調査の対象である須江上段遺跡は農地より多数の須恵器片が表苗採集でき、また四国電力鉄塔

建設に伴う発掘調査により弥生時代、古代の遺構が確認されており発掘調査を実施するに至った。

|

2.調査の方法

試掘調査の結果により、水路、農道、削平部の調査区を設定し、耕作土等の表土を主に重機によ

り除去を行ない、遺構検出面または、遺物包含層直上まで掘削を行なった後、人力による精査を行

なった。遺構、遺物の出土状況及び土層等については、写真撮影を行なった後、平面図及び断面図

を作成した。遺物の取り上げ、遺物の実測については、任意座標に基づいて地区全体に4m方眼を

かけ記録、実測を行なった。平面実測、及び地層断面については、20分の1を基本とし、必要に応

じて10分の 1の実測を行なった。
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図3 発掘調査区 住居図
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第Ⅲ章  調査成果

第Ⅲ章 調査成果

第 1節  1区の調査成果

(1)層序

土層観察は第 1調査区第 3区の北壁、東壁で行った。基本土層観察は北壁で行い、東壁は北壁と

整合性が取れるようにした。基本土層は第 1層 は12cmか ら16cmの表土 (耕作土)、 第 2層 は30cmか

ら45cm程度の遺物包含層で場所により50cmに達する所もあるが20cm程度のところもみられる。第 3

層は地盤で小さな礫を含む。

(2)遺構と遺物

遺構については、第 1調査区第 3。 4・ 5。 6・ 7区に集中している。全般に第 1層の表土以下に第

2層の遺物包含層があり、第 3層の面で遺構は検出できた。

今回の遺構で確認された遺構のうち、竪穴式住居跡 l棟、掘立柱建物跡 1棟、土壊 4基、溝跡 9

条、ピット多数について遺物が出上している遺構について報告する。

(1)竪穴式住居跡

ST-1(図 5)

第 1調査区第 7区の中央部に位置 している。住居跡は東西直径約 6m、 南北直径約14.5m、

深さ15cm～20cmを測る。遺構は後世の削平をうけ浅い。炉跡は調査区のバンクにより確認で

きなかったが住居跡内には20cm～ 30cmの柱穴を有する。住居跡内西側には溝跡がみられる。床

面は張り床で、床面上より弥生土器の壷 (6.7.10.27.30)、 甕 (33)、 手づくね土器 (10。

28)、 石斧 (4)粗製石包丁らしい石器 (図示していない。)が出土している。

(2)掘立柱建物跡

SB-1(図 4)

第 1調査区第 7区の北部に位置 している。規模は梁問 1間 (4m)以 上、桁行 3間 (6.5m)

以上の建物跡である。桁行 (南北)の柱間寸法は2m～ 2.2mであ り、柱穴は円形で、直径約

70cm～ 80.5cm、 深さ30cm～ 60.5cmで ある。根石は確認されていない。

遺物は柱穴内より須恵器、土師器の破片が出土 しているが図示できるものはない。

(3)土坑

SK-1(図 4)

第 1調査区第 6区の西南に位置する。長い楕円形を呈 した遺構である。最大直径32cm、 深さ

35cm～40cmを測る。
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(4)濤
SD-1(図 4)

第 1調査区第 2区の北側に位置する。東西に走り長さ約10.9m、 幅約α63m、 深さ約0.4mを

測る。遺構内より上師器片が出土しているが図示できない。

SD-2(図 4)

第1調―査区第7区の中央部に位1置する。東西に走り底部は西側に傾斜する.。 長さ約1lm、 幅

約0.6m、 深さ約0.6mを 測る。遺構内より須恵器片、土師器片が出上している。図示できる遺

物はない。

(5)ピ ッ ト (図 4)

第 1調査区第 1,4・ 5。 6区の調査区内のピット内より上師器、須恵器の細破片が出土している

が図示できる遺物はない。

(6)性格不明遺構 (図 4)

SX-1

第 1調査区第 7区の北側の西部分に位1置する。遺構の形状はお多福状の形状を成す。南北約

65m、 東西約 4m、 深さα15mを 成す。床面より須恵器の蓋 (1)と 奏のEl縁部 (3)、 土師

器は蓋 (8)、 杯 (24)が出土している。

(7)包含層出土遺物

I・ I区の包含層より良好な遺物が出土している。次節で述べる。
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第Ⅲ章  調査成果

第 2節  I・ I区調査の遺物

(1)包含層遺物

調査区は I区、工区に別れ北側が I区でその南側に工区が位置 している。遺物包含層は基本土層

観察では第 2層 となり以下報告する遺物の取 り上げを行なった。

I区

第 1分類 須恵器 (碗)(遺物観察表番号20,29.79.80)

碗の底部は回転箆により切 り離され、 しっか りしたハの字状の張付 き高台または、シャープな

高台がつ く。胴部は斜上方に立ち上が り口縁部にいたる。口縁部はやや外反 し、九 くおさめる。

胎土は精選された粘土を使用 している。法量は平均 して口径13cm～16cm内外、器高 4 cmか ら6 cm

内外である。底部内面はナデがみられ、内外面 ともに回転ロクロによる横ナデ調整がほどこされ

ている。一部焼成不良もあるが全体 として焼成は良好な遺物が多い。

第 2分類 須恵器 (杯)(遺物観察表番号75)

杯の胎土は精選された粘土で底部外面は回転箆削 りで底部から外上方に上が り胴部でやや立ち

上が り、口縁の端部は九い。内外面ともにロクロによる回転ナデによる調整が施される。底部は

平底である。焼成は良好である。

第 3分類 須恵器 (皿)(遺物観察表番号32,76.77.83.84)

精選された胎土の粘上で内外ともに回転ロクロによる横ナデ調整が施される。ベタ底で、底部

より斜上方に外反 し、立ち上が り口縁部にいたる。先端は九 くおさめる。

第 4分類 土師器 (杯)(遺物観察表番号12.65.66.67.69)

胎土は精選された粘土で内外面ロクロによる横ナデ調整がなされ、底部はベタ底で外面は静止

箆切 りである。胴部は短 く口唇は丸い。

第 5分類 土錘 (遺物観察表番号16.17.18.19.68.81)

すべて土師質製で胎土は精選された物 と石英、砂粒をやや多 く含むものがある。全長3.4cm～ 7.9

cm、 幅は1.5cm～ 6.Ocmを 測る。

第 6分類 須恵器 (蓋)(遺物観察表番号 1.2.31)

胎土は精選された粘土を使用 している。法量は平均 して蓋の日径15cm～16cm内外、器高2.7cm

から3.Ocm内外である。内面は回転ナデがみ られ、内外面ともに回転ロクロによる横ナデ調整が

ほどこされている。焼成は良好な遺物が多い。蓋には九い扁平な摘みをもつ。
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第7分類 土師器 (甕)(遺物観察表番号21.26.78 82)

胎土は石英、砂粒を多 く含む。口縁部は厚みをもち、外反する。胴部はほぼ垂直状態であり内

外 ともに横ナデ調整がみられる。外面には縦に刷毛目による調整が施される。焼成はおおむね良

好である。

第8分類 土師器 (皿)(遺物観察表番号11)

胎土は精選された粘土で内外面ロクロによる横ナデ調整がなされ、底部はベタ底で外面は静止

箆切 りである。胴部は短 く口唇は九い。

第9分類 須恵器 (高杯)(遺物観察表番号13)

脚部の破片で胎土は精選された粘土で内面は回転横ナデ、外面は箆 と横ナデによる調整がみら

れる。

第10分類 土師器 (高杯)(遺物観察表番号22.34.71.72.73)

高杯の脚部の破片である。多角形を有する脚部が多い。胎土は精選された粘土を使用 し、内面

は回転横ナデ、外面は一部、箆による調整が見られる。杯の接合部である天丼部は一段高 く膨 ら

み箆による平 らな調整により仕上げている。

第11分類 須恵器 (壼)(遺物観察表番号 5)

胎土は精選された粘土から石英、小石を含むものとさまざまである。短口壼は外面、内面とも

にロクロによる回転横ナデ調整である。肩部はしっかりと張 り、胴部は底部に向かって窄まる。

第12分類 その他の遺物

(1)石器

石斧 (遺物観察表番号15)は刃部が欠落 している。叩石 (遺物観察表番号70)は閑緑岩製であ

る。砥石 (遺物観察表番号14)は砂岩製である。

(2)金属製品

玉 (遺物観祭表番号24.74)は 鉛玉である。

Ⅱ区

第 1分類 須恵器 (碗)(遺物観察表番号37.39.57 60.64)

碗の底部は回転箆により切 り離され、しっか りしたハの字状の張付 き高台または、シャープな

高台がつ く。胴部は斜上方に立ち上が り口縁部にいたる。口縁部はやや外反 し、九 くおさめる。

胎土は精選された粘土を使用 している。法量は平均 して口径13cm～ 16cm内外、一部20cmを測る物
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第Ⅲ章 調査成果

がある。器高 4 cmか ら5 cm内 外である。底部内面はナデがみられ、内タト面 ともに回転ロクロによ

る横ナデ調整がほどこされている。一部焼成不良もあるが全体 として焼成は良好な遺物が多い。

第 2分類 上師器 (碗)(遺物観察表番号41)

胎土は精選された粘土で内外面ロクロによる横ナデ調整がなされ、底部はハの字に高台が広が

る。

第 3分類 土師器 (盤)(遺物観察表番号61)

胎土は精選された粘土を使用する。内外面共に回転ロクロによる調整が施される。焼成は非常

に良好である。

第 4分類 須恵器 (蓋)(遺物観察表番号38.44.45.47.48.61 62)

胎土は精選された粘土を使用 している。法量は平均 して蓋の口径14cm～ 15cm内外、器高2.Ocm

から3.Ocm内 外である。内面は回転ナデがみられ、内外面 ともに回転ロクロによる横ナデ調整が

ほどこされている。焼成は良好な遺物が多い。蓋の天丼部上には九い扁平な摘みをもつ。

第 5分類 土師器 (甕)(遺物観察表番号53.55)

胎土は石英、砂粒を多 く含む。口縁部は厚みをもち、口径20cmを測る。外反する。胴部はほぼ

垂直状態であ り内外 ともに横ナデ調整がみられる。外面には縦に刷毛 目による調整が施される。

焼成は良好である。

第 6分類 土師器 (蓋)(遺物観察表番号59.63)

胎土は精選された粘土で内外面ロクロによる横ナデ調整が施されている。口径は14cm～20cmを

測る。蓋端部の口唇は九い。蓋の天丼部の上に九い扁平のつまみをもつ。

第 7分類 須恵器 (高杯)(遺物観察表番号52.54)

脚部の破片で胎土は精選された粘土で内面は回転横ナデ、外面は箆と横ナデによる調整がみら

″とる。

第 8分類 上師器 (高杯)(遺物観察表番号40.42.43.49,51.58)

高杯の脚部の破片で多角形である。胎土は精選された粘土で内面は回転横ナデ、外面は一部、

箆による調整が見られる。杯の接合部は天丼部は一段高 く膨 らみ箆による平らな調整によりしあ

げている。焼成は非常に良好である。

第 9分類 須恵器 (壺)(遺物観察表番号46)

胎土は石英、小石をを多 く含む。壷の口縁部は外面、内面ともにロクロによる回転横ナデ調整

-13-



である。一部叩き目による調整がみられる。肩部はしつかりと張り、胴部は底部に向かって窄ま

る。胴部内面には青海波紋の叩き目による調整がありそれを横ナデによる擦り消しの調整をおこ

なつている。焼成は良好である。

第10分類 土師器 (腕)(遺物観察表番号50

胎土は精選された粘上を使用している。内外面共にロクロによる調整を施している。

第11分類 その他の遺物

(1)瓦器 (遺物観察表50)

底部は丸底で全体の厚みは薄い。胴部から口縁部にかけて黒色を成す。焼成は良好で胎
―
土は精

緻である。

(2)陶磁器

図示はしていない。遺物は壁が半日による構造の野トイレと思われる遺構より陶磁器が出土し

てぃるが近世から近代に属する陶磁器ため図示していない。
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実 測 図

絋

写票 種 類 器種 胎 土 焼 成 色調 聯

歳形 /調幕 /孝 の仙

1 9-6 ST-1 蓋 須恵器 精選 された胎 土 良 句面 :75Y8/1灰 白

■面 :5Y3/1灰 白

断面 :

可転ナデ

2 9-7 SK-1 蓋 須恵器 30 精選 された胎土 良 輌
柘
肺

25Y6/2灰貢
2,5Y6/1黄 灰

可転ナデ

3 9-8 SK― ■ 甕

(口 縁部)

須恵器 酷選された胎土 良 面

画

面

内

外

断

25Y4/2暗灰貢
5Y6/2灰 オ リープ

25Y6/2灰昔

回転ナデ

8-11 ST-1 石 斧 石器 ８．９鋲
５

幅

ｉ

全 蹴
銀

面

面

面

内

外

断

5 9-9 Iザ薔 壷

(胴 部)

須恵器 常選 された胎土 艮 面

面

面

内

外

断

2.5Y6/1貢 灰

N6/灰

勺外面ロクロ回転ナデ

8-5 ST-1 重
蜘

弥生土ぷ 42 腿 された胎土 不良 面

面

百

内

外

肝

10YR8/3浅 黄橙
10YR7/4に ぶい黄桂

横ナデ

7 8-3 ST-1 重

(底部 )

弥生土零 精選 された胎土 良 Ｖ

た

面

面

面

内

外

断

/4にぶい貢橙 黄ナデ

9-4 ST-1 蓋 土師器 隋選された胎土 良 付面 :7 5YR6/8橙

■面 :7.5YR6/8橙
勺外面 ロクロ回転ナデ

8-2 ST-1 憂 弥生土器 書選 された胎土 良 再向 :lυ YКU/3霞東種

イ面 :10YR8/4浅黄橙

併面 :

貨ナデ

8-9 ST-1 手づくね

婢

弥生土器 軽 された胎土 良 内面
'10YR3/4浅

黄桂

外面 :7.5YR3/4浅黄橙

黄ナデ

7-4 SK-1 皿 土師器 営選 された胎土 良 面

画

面

再

朴

絣

7.5YR6/4に ぶい橙
7.5VR6/4に ぶい橙

再外面ロクロ回転ナデ

]犠ヘラ切

9-1 Ц層 杯 土師器 饉 された胎土 良 面

面

内

外

2.5Y7/4浅 黄
25Y7/4浅黄

内面ロクロナデ

9-13 39 Ⅱ層 外
部

品
脚

土師器 縫 された胎土 良 面

面

面

2.5V6/2灰 貢

10YR7/引こぶい黄橙
5VR6/6瀬摯

8-12 Ⅱ層 祗 石 石器 52
無

６

幅

缶

全 ２．．聟
面

面

面

8-10 Ⅱ層 石斧 石器 ７，９銀
６

幅

“

全 邪
餌

画

面

面

9-20 Ⅱ層 土錘 土師質 43
鋲

23
全幅

面

面

面

ヽ

小

併

:10YR6/3に奉い貢種

17 9-21 I層 土錘 土師質 『
鋲

８

幅

Ｌ

全
隣選された胎土 不良 句面 :

4・面 :5YR6/6橙

9-22 I層 上鍾 土師質 解
鋲

15
全幅

惜選 された胎上 不 良 面

面

面

内

外

断

7 5YR7/6橙

9-19 Ⅱ層 土錘 土師質 ６，０銀
２

幅

歩

全

揺 された胎土 不 良 内面 :

外面 :10YR7/4にぶい黄橙

9-3 SK-1-1 碗 土師器 104
(推定)

常選 された胎土 良 面

面

面

内

外

断

7.5YR76橙
7.5YR76橙
2 SVS/1昔 灰

9-17 Ⅱ層 甕 土師器 朧 された胎土 艮 面

面

百

内

外

購

7.5YR6/4に ぶい糧

7 5YR6/4に ぶい橙

内外面回転ロクロ横ナデ調整

9-12 Ⅱ層 高杯 土師器 晴選 された胎土 不 良 内面 :5YR6/41こ ぶい橙

外面 :7 5YR6/4に ぶい橙
断面 :2 5VR6/6繕

曽体 に摩耗激 しく調整不明

6-15 Ⅱ層 玉 鉛 1.2 12 1.1 面

帝

9-14 SX-2 杯 土師器 15,6 路選された胎土 不良 芍面 :7 5YR6/41こ ぶい橙 勺外面 ロクロ回転ナデ

9-16 SK-1 杯 土師器 晴選された胎土 不良 面

簡

7 5YR6/6落 含
7 馬VP6/お 沼撃

村外面 ロクロ回転ナデ

9-18 Ⅱ層 甕 土師器 書選 された胎土 良 再H■ :bYК 6/6礎

牛面 :イ.5YR6/6橙

断面 :БVR6/6繕

外ヽ面ロクロ積ナデ

8-7 ST-1 壼 弥生土器 鵡 された胎土 不 員 勺面 :7.5YR6/6橙

米面 :5YR6/6構

8-3 SD-1 手づ くね 弥生土器 46 書選された胎土 良 勺面 :7.5YR6/41こ ぶい橙

9-2 Ⅱ層 碗 土師器 169 11.0 碕選 された胎土 良 面

面

勺

米

10YR7/4に ぶい貢橙
7 5VRられにぶい潜

四外 画アア tE上げ

ロクロに止る調書

8-6 ST-1 壷 弥生土器 46 幡 された胎土 艮 面

面

勺

床

10YR6/2灰 貢褐

10VR8/3避 苦潜

9-5 SK-1 蓋 須恵器 鑓 された胎土 良 面

面

勺

米
5Y7/2灰 白
SY7/2康 白

外内面ナデ仕上げ

表2 遺物観察表
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翔
血

図

は
顎
吐

出土地点 顧 器 種 綸 土 色 調 特徴
戯形 /議尊 /を の仙解 嵩

9-15 狂層 杯 土師器 朧 された胎土 不 民 村面 :10YR6/2灰貢褐

牛面 :10YR6/2灰黄褐
F面 :

外内面ナデ仕上げ

8-1 ST-1 甕 弥生土器 98 睛選 された胎土 不 良 村面 :5YR″/4にぶい橙

牛面 !2.5Y/1黄灰

勺面ナデ仕上げ

34 0-11 ST-1 高 杯 土師器 23.6 構選された胎土 良 勺面 :5YR6/6種

牛面 :5YR6/6橙

断面 :

巨部外面回転積ナデ

巨部内面中央ナデ

8-4 Ⅱ層 土師器 隋置された胎土 良 輌
桁
肺

10YR7/4に ぶい貢橙
10VR7/4に ぶい黄糧

勺面積ナデ

9-10 ST-1 盤 土師器 23.4 晴選 された胎土 良 内面 :5YR5/6明 赤褐
外面 :5YR6/6橙
断 面 :

角外面 t7・ 仕上げ

10-11 1 Ⅱ層 杯 須恵器 軽 された胎土 艮 面

面

面

内

外

勝

5Y5/2灰 オリープ
7.5Y5/1灰

外面ヘラ、回転積ナデ

内面回転横ナデ

10-7 Ⅱ層 蓋 須謡 醒 された胎土 良 面

面

内

外

5Y6/1ラ〔
5Y6/1灰

句外面積ナデ/外面ヘフ

κ井頂部つまみ

10-1 7 Ⅱ層 磁 土師器 20.2 晴選 された胎土 良 再向 ;じY(C/C種

牛面 :5YR6/6橙

断面 :

小面ヘ ラ

10-19 I層 高杯 土師器 222 47 需選された胎土 良 輌
輌
肺

10YR7/6明 貢褐
7.5YR7/6橙

4面ヘラ、積ナデ
勺面回嶺横ナデ

10--15 17 Ⅱ層 碗 土師器 書選 さ刑托胎土 良 勺面 :7.5YR6/6橙

牛面 :5YRG/6橙
牛面ヘラ、積ナデ

勺面回転横ナデ

10-17 43 Ⅱ層 盤 土師器 12.6 纏 された胎土 艮 7Htt 1 5YR6/8橙

外面 :5YR6/8橙
断面 :

外面ヘラ、横ナデ

内面回転槙ナデ

10-16 Ⅱ層 盤 土師器 212 軽 された胎土 民

外面 :5YR6/6桂
外面ヘフ、回獨慣ナア

内面積ナデ

10-8 Ⅱ層 蓋 土師器 常選 された胎土 良 再向 :bYК O/0[と    イ

■面 :7 5YR6/41こ ぶい橙

断面 ,

内面回転横ナデ

10-14 Ⅱ層 高杯 須辞 縫 された胎土 良 輌
楠
腑

25Y7/2灰斎
5Y7/1灰 自

外面ヘラ、積ナデ

内面回転僕ナデ

10-10 Ⅱ層 重 須恵器 72 睛選 された胎土 良 れ面 :5Y6/1灰

小面 :5Y6/1灰
Bf面 :

牛面ヘラ、横ナデ

勺面回転横ナデ

10-5 Ⅱ層 藍 須恵器 朧 された胎土 艮 面

面

再

牛

5V6/1うに
7.5V6/1灰

牛面ヘラ、横ナデ

勺面横ナデ

10-9 Ⅱ層 蓋 須恵器 構選 された胎土 良 面

面

内

外

2.5Y5/1貢 灰
5Y5/1灰

10-20 Ⅱ層 齢
脚

土師器 腿 された胎土 良 面

面

面

内

外

断

10YR6/3に ぶい橙
10YR6/3に ぶい橙

再外面 ロクロ回転慣ナデ

10-25 Ⅱ層 碗 酷 15,6 揺 された胎土 良 内面 :N4/灰

外面 :NS/灰
断面 :

勺外面ヘ ラ、回転積ナデ

皓成ゆがみ

10-28 狂層 杯

部

高

皿

土師器 25,4 腿 された胎土 不 員 面

画

面

内

外

断

7.5YR7/4に ぶい橙

7 5YR7/4に ぷい橙

横ナデ

内外面積ナデ

10-13 Ⅱザ習 高杯 土師器 醒 された胎土 良 内面 :7 5YR7/41こ Sい種

外面 :7 5YR7/4に ぶい橙

牛面ヘラ、積ナデ
勺面回転横ナデ

10-22 Ⅱ層 夏 土師器 晴選された胎土 良 向

面

面

再

牛

辟

10YIC/41こ .SいTと

10YR7/4に ぶい橙

10-24 工層 杯

数

高

画

土師器 密選された胎土 良 再薗 :5YRC/6種

κ苗 :氏VP命 布潜

■面ヘラ、模ナデ

10-21 Ⅱ層 養 土師器 203 精選 された胎上 良 面

面

句

壮

10YR7/4に ぶい貢橙
ltlYR7/4に ぶい萱構

牛面ヘラ、横ナデ

10-1 圧層 杯 土師器 書選された胎土 良 画

面

勺

米

2577/8浅貢
劣 馬V7/4避 昔

勺外回転 ロクロナデ調整

10-4 3 Ⅱ層 杯 土師器 軽 された胎土 良 再面 :10YR7/41こ 手い貢種

米面 :10YR7/4にぶい昔 IIg

角面ナデ仕上げ

ll1 23 Ⅱ層 高杯 土師器 20.0 機 された胎土 良 面

面

勺

ｈ

7 5YR7/6橙
7 5VP7/6捨

勺外面積ナデ

10-6 Ⅱ層 蓋 土師器 14,7 褪 された胎土 良 勺面 :5YR6/6橙

昨面 :5YR6/61er

勺外面ロクロ回転横ナデ

10-3 6 Ⅱ層 碗 土師器 17.9 褪 された胎土 不 良 面

面

面

勺

ホ

併

7.5YR5/4に ぶい褐
7.5YR6/4に ぶい橙
2岳V4/1苦渡

四向凹盛凍アア

外面ヘ ラ

10-18 44 Ⅱ層 絲
　
曲

土師器 22.2 白)に、 /j｀ねをヾ｀

多く含む

民 内面 :5YR6/6橙

外面 :5YR6/6e
断裔 :s鞭お/A潜

回転ロクロ模ナデ

10-26 Ⅱ層 葦 須恵器 石英、小石をや燻

多く含む

艮 画

面

面

勺

炸

断

2.5Y6/2灰 貢

7.5V6/1灰
25Y6/1昔灰

内外面横ナデ

表3 遺物観察表
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実 剥 図
配

写真 種 類 器 種 胎 土 焼 成 色調 特徴

口俸 器 高 底径

10-27 Ⅱ層 蓋 土師器 20.0 石英、小石をやく

多く含む

良 面

面

面

7.5VR7/4に ぶい橙

7 5YR74にぶい橙

回転 ロクロ槙ナデ

10-2 Ⅱ層 碗 須恵器 晴選 された胎 土 長 面

面

百

2.5Y6/1貢 灰
5Y6/1灰

6-3 Ⅱ層 杯 土師器 構選された胎土 良 付面
'25Y6/2灰

黄

牛面 :2.5Y72灰黄
F面 :

回転ナデ/回転ヘラ切

勺底面ナデ

6-2 I層 杯 土師器 14.0 精選 された胎土 良 面

面

面

勺

牛

Ｆ

7.5YR5/4に ぶい褐

10YR6/4に ぶい黄橙

回転ナデ/内底面ナデ

6-6 Ⅱ層 杯 土師器 構選 された胎土 良 画

面

勺

４

10YR6/4に ぶい黄橙

10YR6/4に ぶい黄橙

回転ナデ/内底面ナデ

68 6-13 Π層 土錘 土師器 4.8

全長

19
全幅

12
聟

儲選された胎土 良 面

面

面

勺

牛

併

7 5YR6/6笹

10YR74にぶい橙

6-1 9 ■,膏 杯 土師器 22.2 書選された胎土 良 内面

外面

5YR6/6橙

7.5YR7/4に ぷい橙

目転ナデ/内定面ナデ

6-14 Ⅱ層 叩石 石 器 19.9

鋲

8.5

全幅

4,0

餌
輌
価
肺

6-12 Ⅱ層 朴
都

局
脚

土師器 醒 された胎生 艮 面

面

百

内

外

蹄

10YR7/6明 貢種

5YR6/6橙

6-11 I層
(脚都 )

土師器 常選された胎土 良 内面 :5V硝/6橙

外面 :7.5YR6/6橙
断百 :7氏VPa/6経

6-10 Ⅱ層 杯

部

高

脚

土師器 衛霞された胎土 不 員 厠 回 :bXIC/6橙

外面 :5YR6/6橙

断面 :10YR7/4にぶい昔糟

6-16 二 層 gnA玉 金属 】
鋲

４

幅
Ｌ
全 ・・４筈

面

面

内

外

← 4 4 二層 杯 須謡 77 朧 された胎土 不 良 内面 :2.5Y6/2灰貢

外面 :2.5V6/2灰責

断面 :

回転積ナデ

三層 皿 須忌器 朧 された胎土 良 面

面

5Y6/1灰

N6灰

]転ナデ

6-8 二層 皿 須意器 睛選された胎土 良 面

面

面

句

牛

辟

5Y6/1灰

5Y6/2灰オ)-7・

2 5VS/1警 庶

回転ナデ/内底面ナデ

6-9 二層 憂

(口 福串0
土師器 言選 された胎上 不 長 村面 :10YR6/4にぶい貢橙

牛面 :10VR6/4にぶい黄橙

断面 1 10YR6/4にぶい苦le

`」

毛調整/梧圧調整

7-1 2 二層 碗 須思器 130 揺 された胎土 良 面

面

裔

勺

牛

隣

2.5Y5/1黄 灰

75Y7/1灰 自

勺外面積ナデ

ヨ 唇 碗 須恵器 16 7 書選 された胎土 良 面

面

商

勺

ホ

併

10YR5/3に ぶい貢褐

7.5YR5/3に ぷい褐

勺外面積ナデ

7-9 80 二層 土錘 上師興 ５，８鎮
ｏ
幅

２
．
全

雪選 された胎土 良 内面 ;2.5Y72灰黄

外面 :

J膏 甕 土師器 242 鶴 された胎土 良 面

面

面

勺

ホ

舒

7.5鴎,4にぶい橙
10YR6/4に ぶい黄橙
10VR6/41こ 繋い昔潜

凹格アア/門底向アン

回転ヘ ラ切

7-6 二 層 憂 須恵器 罐 された胎土 良 面

面

百

内

外

時

25Y6/2灰貢
2.5V6/2灰 黄

対外面積ナデ

二層 皿 土師器 常選された胎土 不良 画

面

面

内

外

断

10YR5/2灰 黄褐

10YR5/2灰 黄褐
夕iVP″ /41工 掟い潜

内外面検ナデ

6-7 覇 皿 土師器 可Ht:lυ YIt4/1掏灰

■面
'10YR6/3に

ぶい黄橙

併面 :10VR4/1褐産

杯 土師器 3.5 面

面

2.5YR5/6明 赤褐

7 5YR6/6橙

TR-4
二層

壷 弥生鍔 22.3 面

面

面

25Y7/3浅黄

2.5Y7/3浅 黄
25Y3/2灰 白

表4 遺物観察表
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弥生時代
土佐山田町において弥生時代中期の遺跡は数少ない。当須江地区においては県営圃場整備事業に

伴う埋蔵文化財確認のため、全域にわたリグリット調査を実施しているが、その時の調査時に竪穴

式住居跡が県道北側で発見されている。また松ノ本地区の四国電力鉄塔新設時における発掘調査に

おいても小型の竪穴式住居跡が確認されており、周辺には新改川中位段丘面において弥生時代中期

の遺跡が散在している。本調査において竪穴式住居跡が 1棟確認されたことから、ある一定の集落

を形成していた可能性が高い。

古 代
須江上段遺跡の調査区においては調査面積の関係から、まとまった遺構は確認されていないが、

多くの須恵器、土師器が出上している。出土遺物の殆どが完形品に近く、殆ど歪んだ土器は見られ

ない。

これらの遺物は、須恵器、土師器ともに同一時期に限定される。すなわち8世紀中期から8世紀

末にかけてのもので特に、土師器、須恵器など同一時期の一括資料として貴重である。須江上段遺

跡周辺には須恵器窯跡や瓦窯跡が分布しており、周辺の窯跡との関係から窯跡に関係する遺物であ

ろう。このことは土佐山田町須江古窯跡群の成立を考える上で重要である。また今回の調査から土

師器に関係する遺物も多く見られることから今後、土師器生産関係の遺跡とも考えられる。よって

本遺跡は土佐における須恵器、土師器の土器生産体制の状況を考える貴重な資料となろう。

現在のところ新改、須江地区に所在する須江古窯跡群は7世紀から10世紀の時期であり、近隣の

野市町に所在する10世紀から11世紀にかけての亀山古窯跡群、白岩古窯跡群との関連と比較検討す

べき課題となる。

中 世
中世に該当する遺構は確認されていない。遺物は若干みられるものの、古代と対比させると非常

に少ない。また本地域は「長宗我部地検帳」にみられる集落は現在の集落と殆どオロ違が無く、中世

の農村集落は現集落と重複しており、遺構は現集落内に存在する可能性が高い。

附編 須江地区における古墳時代から古代にかけての様相

土佐山田町須江地区は、新改川 (国分川)左岸に位置 し、一部右岸に飛び地が存在する。第四紀

の地形としては新改川に沿って高位段丘、中位段丘、低位段丘が明確にみられる。高位段丘は植の

県道沿い東側に海抜50～60mの段丘がみられ、新改地区の山麓部にもみられる。中位段丘は町立香
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長小学校から須江の集落及び右岸の久次の集落にかけてみられる。低位段丘は須江、久次の新改川

旧氾濫地帯にあたり現在、低位段丘に住家はなく土地利用は農地である。
(1)

地形的には中位段丘を中心としてその周辺部 も含めて旧石器時代から古代にかけての遺跡の分布

密度が高い地域である。特に古墳時代には須江地区北側の新改、上改田地区の山麓部を中心に後期

の古墳群 (新改古墳群)が形成
②

されその規模 も土佐山田町指定史跡である新改横走 1号古墳
③や

須江ツカアナ古墳
①のように高知県内では大規模な規模を有する。

7世紀代には植、新改地区を中心に窯が築かれ、11世紀頃まで大法寺、入野地域を含めて高知県

内最大の古代の窯業生産遺跡、須江古窯跡群が形成
③

される。当地域の窯跡群は現在までの調査で

は須恵器窯が多 く確認されているが一部、瓦 も焼成されていることが確認されている。焼成瓦の供

給先は南国市比江に所在する国指定史跡である比江廃寺跡や土佐国分寺である。
③

奈良時代において長岡郡に所属 していたと考えられる。この新改、須江、入野、上改田、久次

地域を含めて『和名類衆抄』にみえる郷の一つである土佐国長岡郡「登利郷」の推定地とされてい

る。従来の研究では「登利郷」の位置について土佐山田町新改説と高知市十市・三里説が論じられ

てきたが近年の研究成果からこの「登利郷」を従来の読み方「 トカリ」に対 して新たに「アカリ」

と読むことが解 り、両方の呼び名があったことが判明している。両方の呼び名が現在新改地区の河ヽ

字にも見られることから新改説が有力 となっている。またこの地名の成立要素を古代の須恵器生産

に係わる「登 り窯」との関係を指摘
①

されている。しかし律令制における郷の口分田の班給による

耕地面積を一郷250町 とした場合
③
、中世末の F長宗我部地検帳』から新改、須江、上改田、久次

などの耕地面積は70町余 りしかなく隣接する殖田郷 (南 国市植田)を含まなければ難 しい。しかし

ながらこの地域は前述 した通 り古代の上佐国においては最大の窯業生産地帯であり、また操業 も長

期間に及び、かつ土佐国府に近接する土佐国分寺、比江廃寺跡などの瓦生産も係わっていることか

ら土佐国府に掌握された直営の官営工房とみれば農業生産の従事より窯業生産の従事が主たるもの

であったと考えられる。

註

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

F陶 の里』香長小学校創立百周年記念誌 P10 編集 呑長小学校創立百周年記念誌推進委員会

発行 香長小学校創立百周年記念事業実行委員会 1995

『土佐山田町史』 P96～ 108 土佐山田町教育委員会 1979

註 (2)と 同じ P99～ 100

『須江ツカアナ古墳』土佐山田町埋蔵文化財発掘調査報告書第20集 土佐山田町教育委員会 2002

註 (2)と 同じ P126～ 154

『南国市史上巻』 P442 1979

「和名類衆抄にみられる土佐国の郷の歴史地理学的研究―長岡郡登利郷について一」朝倉慶景『土佐

山田史談』第19号 土佐山田史談会 1994

(8)高重 進 F古代・中世の耕地と村落』
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図■ 土佐山田町新改地区 地形図

ケ
テ有

な
剣

と

菊夏

／歩

/

/
横

走
/

ノ

ヽ
レ

寺
ケ
ト
ラ

ト

・
―

―

―

化

剰
除

永
ヶ塔

ェツヮノ　イユミバ́

モ
ジ
リ
ヵ
コ

一　
南
土
居

″
葺
力
〃

慧

修
理

須 江 ノ 開

図12 土佐山田町新改地区 小字図

甲
　
木

／

・
，

「・・卜かアコガゥチ

五
反
田

坪
Ｔ

ｒ

，

・イ
』

ヴ

″
/娑

的ノ窪

池

材
常
浄

シ
バ
ヤ
シ
キ

弧
曳

西
山
田．ぇ
翻土
居
あ
キカウチ

カ
リ
ャ
ガ

ノ

-29-

――・み〔ぜ



― !郵
図茸童



PL.ユ

I区 調査区1 遺構検出状況

I区 調査区2 遺構検出状況

I区 調査区 1 遺構検出状況

I区 調査区4 遺構検出状況

I区 調査区 1 遺構検出状況

I区 調査区3 遺構検出状況

I区 調査区4 遺構検出状況 I区  調査区5 遺構検出状況



PIン  2

I区  調査区5 遺構検出状況 I区  調査区6 遺構検出状況

I区  調査区 1 遺構完掘状況I区 調査区 1

I区  調査区 1 遺構完掘状況

I区 調査区4 遺構完掘状況

調査区3 遺構完掘状況

I区 調査区4 遺構完掘状況



PL.3

I区 調査区4 遺構完掘状況 I区 調査区4 遺構完掘状況

I区 調査区5 遺構完掘状況 調査区 6 遺構完掘状況

I区 調査区6 遺構完掘状況 I区 調査区6 遺物出土状態

I区 調査区6 遺物出土状態I区 調査区6 遺物出土状態



PL.4

I区 調査区3 遺物出土状態 I区 調査区3 遺物出土状態

I区 調査区3 遺物出土状態

I区 調査区5 遺物出土状態

I区 調査区3 遺物出土状態

I区 調査区5 遺物出土状態

I区 調査区5 遺物出土状態 I区 調査区5 遺物出土状態



PL.5

I区 調査区7 遺橋検出状況 (SD-1)

遺構検出状況 (ST-1)

I区 調査区7 遺構検出状況 (SX-1)

I区 調査区7 遺構検出状況 (SB-1)

I区 調査区7 遺構検出状況 I区 調査区 7

I区 調査区7 遺構検出状況

厚鶏理呼IIギ鮮■|:エ

I区 調査区7 遺構完掘状況 I区 調査区7 遺構完掘状況



PL.6

I区 調査区7 遺橋完掘状況 遺構完掘状況

遺構完掘状況 I区 調査区7 遺構完掘状況 (SD-1・ SD-2)

I区 調査区7 遺構完掘状況 I区 調査区7 遺構完掘状況

I区 調査区7 SD-2セ クション I区 調査区7 遺構完掘状況



PL.7

I区 調査区7 遺構完掘状況 (ST-1) I区 調査区7 遺構完掘状況

I区 調査区7 遺構完掘状況 (SX-1・ SB-1) I区 調査区7 遺構完掘状況 (SB-1)

I区 調査区7 遺構完掘状況 (SB-1) I区 調査区7 遺構完掘状況 (ピ ット内 石)

I区 調査区7 遺構完掘状況 (SX-1) I区 調査区7 遺物出土状態 (SX-1)



PL.8

I区 調査区7 遺物出土状態 (SX-1) I区 調査区7 遺物出土状態 (ST-1)

I区 調査区7 遺物出土状態 (ST-1)

I区 調査区7 遺物出土状態 (ST-1)

I区 調査区7 遺物出土状態 (ST-1)

I区 調査区7 遺物出土状態 (ST-1)

Ⅱ区 調査区1 遺物出土状態Ⅱ区 調査区1 遺構検出状況



PL 9

I区 調査区1 遺物出土状態

Ⅱ区 調査区 1 遺物出土状態

Ⅱ区 調査区 1 遺物出土状態

Ⅱ区 調査区 1 遺物出土状態

轄 球 も
工区 調査区 1 遺物出土状態

I区 調査区 1 遺物出土状態

Ⅱ区 調査区 1 遺構完掘状況 Ⅱ区 調査区 1 遺構完掘状況



PL.10

I区 調査区1 遺構完掘状況 Ⅱ区 調査区 1 遺構検出状況

Ⅱ区 調査区2 遺構完掘状況 調査区2 遺構完掘状況

Ⅱ区 調査区5 遺構検出状況 Ⅱ区 調査区4 遺構検出状況

Ⅱ区 調査区3 遺構完掘状況 調査区 3
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